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研究要旨：  
前年度より引き続き, HTLV-1 関連疾患の全国疫学コホートである JSPFAD を継続・維持し, 
18 都道府県 50 施設より集積された累積症例数 2,909 人(HTLV-1 キャリア 2196 人, ATL 523
人, HAM 53 人, HU107 人), 累積検体数 8,338 検体のデータベースを構築・維持した. さらに,
検体より抽出されたバイオマテリアルは, 浜口班の HTLV-1 検査法標準化確立グループを
含む計 12 件の研究グループの研究サポートのために供給され、マテリアルバンクとして有
効に活用された. 追跡期間中にキャリアから ATL へ 26 例, HAM へ 3 例が進展した. ATL 進
展者のうち 24 例は登録時プロウイルス量が 4%以上であったが, HAM 進展者の登録時プロ
ウイルス量は 4%以下であり, 疾患の発症にプロウイルス量以外のファクターが関わってい
ることが示唆された. 

  Ａ．研究目的 
  
本研究分担者グループでは, 2002年(平成14年)から
継続しているHTLV-1関連疾患の全国疫学コホート
であるJSPFADを継続・維持することによって, 下記
の３つの研究を行うことを目的としている. 
 
1) HTLV-1ウイルス量測定を基礎的指標として, HT

LV-1関連疾患の発症リスクを疫学的に解明する. 
2) 水平感染も含めて, HTLV-1ウイルス感染経路を

見直し, 疾患発症との関連について検討する. 
3) HTLV-1感染者のマテリアルバンクとして機能し,

HTLV-1検査法標準化確立グループの研究サポー
トやHTLV-1関連疾患の発症に関連する新たなバ
イオマーカー探索研究をサポートし, HTLV-1キ
ャリアの発症リスクの解明に貢献する. 
 

ただし, 2)のウイルス感染経路の見直しと疾患発症
との関連の研究は, 前年度より別の分担研究グルー
プを立ち上げて研究を行った（「HTLV-1水平感染の
実態推定に関する研究」を参照）. 
  
  Ｂ．研究方法 
 
1) JSPFADデータベースの維持・継続： 
既に確立されたJSPFADの研究実施方法に基づいて,
血液検体・臨床情報・疫学情報の収集を行った.具体
的には, 研究協力実施医療機関の担当者は,同意が得
られた研究対象者からの検体と情報を東大医科研
(責任者：渡邉)に送付, 受理された検体は東大医科研
の検体データベースに登録後,生物学的処理を行いバ
イオマテリアル（細胞, DNA, 血漿）として保管した.
その一部を用いて東大医科研ではウイルス学的解析
（プロウイルス量の測定とモノクロナリティー検
査）と遺伝子情報解析を行い, 残余バイオマテリアル
は福岡県赤十字血液センター(担当：相良)へ送付して
長期保存した. 臨床・疫学情報は東京慈恵会医大（担
当：岩永）へ送付して疫学データベースに入力し管

理維持した. 
 
（倫理面への配慮）すべての研究協力実施医療機関
は当該施設の倫理委員会による研究実施承認を受け
ており,すべての研究協力対象者からはインフォーム
ドコンセントが得られており,すべての情報は匿名化
コード処理されて収集される仕組みとなっており,十
分な倫理面の配慮がなされている. 
 
2) HTLV-1キャリアからATL進展ならびHAM進展に
関わる発症リスク評価： 

JSPFADデータベース内のウイルス学的情報・臨床情
報・疫学情報を定期的に付きあわせ,HTLV-1キャリア
からATLおよびHAMへの発症リスクを疫学的に解析
した. 
 
3) バイオマテリアルバンクの活用： 
バイオマテリアルバンク利用申請があった,浜口班の
HTLV-1検査法標準化確立グループおよびHTLV-1関
連の研究を行っている国内外研究者に対して,研究の
遂行と発展のために, 血漿・血清・DNAなどのマテ
リアルを供給した. 
 
  Ｃ．研究結果 
 
1) JSPFADデータベース登録状況： 
研究協力実施医療機関数・登録者数・累積検体数は,
2013年12月15日現在,それぞれ, 18都道府県から50施
設,2,909例, 8,338検体と前年度よりさらに増加した.
登録者の内訳は, HTLV-1キャリア 2,196人(76%),AT
L 523人(18%), HAM 53人(2%), HU(HTLV-1関連ブ
ドウ膜炎) 107人(4%),診断不明(1%)であった. 
 
2) HTLV-1キャリアからのATL進展リスク： 
2013年12月15日現在, HTLV-1キャリアとして登録さ
れ,ATLに進展した症例は前年度より2名増加し26例
となった. 26例中登録時プロウイルス量(PVL) が4%
以下の症例は2名,のこり24例はすべてPVL4%以上で



あった. HTLV-1キャリアからATLの進展様式を分類
すると, 19例(73%)がindolent type (くすぶり型・慢性
型)に進展し, 7例(26%)がaggressive type (急性型・リ
ンパ腫型)に進展していた. 
 
3) HTLV-1キャリアからのHAM進展リスク： 
2013年12月15日現在, HTLV-1キャリアとして登録さ
れ,追跡観察中にHAMに進展したとみなされた症例
は前年度のまま3例であった. 3例とも登録時PVLは
4%以下であった. HUとして登録され,追跡観察中にH
AMに進展(合併)した症例も前年度のまま3例で, い
ずれも登録時PVLは4%以下であった. 
 
4) バイオマテリアルバンクの活用状況： 
マテリアルの提供を行った研究は, 前年度より4件増
加し, 累積12件となった. 
 
Ｄ．考察 

 
約2000人のHTLV-1キャリア母集団から,HTLV-1関連
疾患が, 頻度は低いが年に１~２例発症しているこ
とが確実となった. また,ATL進展者の92%はプロウ
イルス量が4%以上の高リスクキャリアから進展して
いたが, 8%はプロウイルス量が4%以下の低リスクキ
ャリアから進展しており, 感染ウイルス量高値以外
のリスクファクターが確実に存在する事が明らかに
示唆された. HTLV-1キャリアからのATL進展・HAM
進展は非常に頻度が低いため, 通常の横断研究では
把握することのできない疾患発症の実態解明が, 本
研究のさらなる長期的な追跡調査により期待される. 
 
バイオマテリアルバンクの機能としては,本年度は4
件ものHTLV-1関連疾患の研究にバイオマテリアル
を供給し(全体の30%), HTLV-1感染者のマテリアル
バンクとして十分に機能した. HTLV-1感染者の検体
を長期に継続的に保存しているバイオマテリアルバ
ンクは他に類がなく, これまでも, 今後も,HTLV-1関
連疾患の研究の発展に大いに寄与できるものと期待
される. 
 
Ｅ．結論  

 
追跡期間中にキャリアからATLへ 26例, HAMへ4例
が進展した. ATL進展者のうち24例は登録時プロウ
イルス量が4%以上であったが, 2例のプロウイルス
量は4%以下であり, HAM進展者全員の登録時プロウ
イルス量も4%以下であり, ATL進展にプロウイルス
量以外のファクターが関わっていることが示唆され
た. また, ATLとHAMの発症に関わるウイルス量の
意義に相違があることが示唆された. 
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